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夏祭りの鐘と 太鼓の 音が、本格的 な夏の 訪れを感じさ せてく れる。暑いか ら

こそ、冷たい 麦茶が より引き立つ うれし い季節。  

現在会員登録 数 2,997人さま。次号 は８月 20日発行の予定です ／  
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●「おはなし モノレ ール」参加者 募集  

大 阪 高 速 鉄 道 「 万 博 記 念 公 園 駅 」 か ら 「 彩 都 西 駅 」 ま で 、 貸 切 モ ノ レ ー ル に

乗 っ て 、 車 内 で 絵 本 や 「 お は な し 」 を 楽 し み 、 彩 都 の 会 場 で は 「 人 形 劇 」 を

観ていただく お子様 向けのイベン トです 。  

５歳から小学 校３年 生までのお子 様と保 護者の方、あわせ て  240 人を募集し

ます。開催は ９月  21 日（土）で、参加 費 はお一人 500 円（大人・子ども同

額）です。申 込締切 は９月９日（ 月）必 着。詳細は↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#010921 

 

●「第 36 回  日産  童 話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  

ア マ チ ュ ア 作 家 を 対 象 と し た 創 作 童 話 と 絵 本 の コ ン テ ス ト で す 。 構 成 、 時 代  

な ど テ ー マ は 自 由 で 、 子 ど も を 対 象 と し た 未 発 表 の 創 作 童 話 、 創 作 絵 本 を 募  

集しています 。締め 切りは 10 月 31 日（木）です。詳 細は↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#36boshu 

 

●  研究紀要の原稿 募 集  

当財団では「 大阪国 際児童文学振 興財団  研究紀要」第 33 号の 原稿を募集し

ています。  詳細は ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 

◇「大阪国際 児童文 学振興財団  研究紀 要  第 32 号」を販売し ています。  

発行：当財団  2019 年 3 月  A5 判 164 頁  1500 円＋税  

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 



 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Jun's Talk 

***************************************************************** 

『ぼくがゆび をぱち んとならして 、きみが おとなになる まえの 詩集』 斉藤倫

/著  高野文子 /画  福音館書店  2019 年 4 月  

対象年齢：小 学校中 学年以上  

 

あらすじ：  一人 暮ら しの「ぼく 」がカッ プ めんやレトル トカレ ーや枝豆を食

べようとして いると、小学生の「き み」が ふ らっとやって きて、先 生に「本

を 読 め 」 と 言 わ れ た と 言 っ た り 、 山 の よ う な 本 を 見 て 「 か つ じ ち ゅ う ど く

な の ？ 」 と 「 ぼ く 」 に 聞 い た り 、 一 緒 に 枝 豆 を 食 べ た り す る 。 そ の た び ご

とに「ぼく」 は、「 き み」に詩を見 せて、 二人で詩につ いて語 り合う。  

 

Ｊ：これまでになかっ たとても新鮮 な本だ と思って読み ました 。 おじさんと

小 学 生 の 物 語 と い う フ ィ ク シ ョ ン の 中 に 、 現 代 詩 人 か ら ま ど み ち お ま で と

て も 興 味 深 い 詩 が 紹 介 さ れ て い て 、 詩 の 解 説 書 の よ う に も 読 め ま す 。 お じ

さ ん と 小 学 生 の 会 話 で 成 立 し て い る 作 品 と い う 枠 組 み は 『 君 た ち は ど う 生

きるか』（ 吉野源三 郎 ）を思い出し ました 。  

Ｙ：『君 たち・・』と 根本的に違う のは、おじさんが「 きみ」に「生きる」こ

と を 教 え る の で は な く 、 家 族 で は な い 異 世 代 の 二 人 が 対 等 な 立 場 で 双 方 向

に影響しあっ ている ことが読み取 れると ころだと思い ました 。  

Ｊ ： 子 ど も は 詩 に 出 会 い 、 お じ さ ん は 子 ど も の こ と ば か ら 詩 や こ と ば の 本 質

に つ い て 気 付 か さ れ て い る こ と が 読 み 取 れ ま す 。 お じ さ ん が 「 こ と ば に 、

な ら な い も の が 、 詩 な ん だ よ 」 と い う と 、 子 ど も が す か さ ず 、「 で も さ あ 、

これ、ことばだ よね。ぜんぶ」（ p.48）と言う。難しいこと ばを一 切使わず、

詩の本質に迫 ります 。  

Ｙ ： 読 ん で い く と 、 子 ど も と お じ さ ん の 関 係 が わ か っ て き ま す 。 大 人 と し て

読 む と 、 特 に 、 関 係 が わ か る 表 現 は 、 詩 の よ う に 感 じ ま し た 。 そ う い う 意

味では、全編 がとて も詩的な作品 です。  

Ｊ：全 10 章が毎回「 食べる」ことで始 ま るところもユ ーモラ スで、そのシー

ンの積み重ね が、二 人の関係の深 まりを 象徴していま す。  

Ｙ：「食べる」「詩と は」というこ とに加 えて、「 死とは 」「生 きるとは」「時間

と は 」「 子 ど も と は 」「 こ と ば と は 」 な ど 、 哲 学 的 な 思 索 に 出 会 う こ と の で

きる作品だと 思いま した。これはタイ トル からも読み取 ること ができます 。

高 野 文 子 さ ん の 絵 が 日 常 と 空 想 （ フ ィ ク シ ョ ン ） の 世 界 を 巧 み に つ な い で

います。  

Ｊ ： 私 は 教 員 養 成 課 程 で 詩 が 苦 手 な 学 生 に 多 く 出 会 い ま す が 、 そ ん な 学 生 た

ちにもぜひこ の本を 読んで欲しい と思い ました。  

 

 ＊今回のゲストは 当 財団特別専門 員の遠 藤純さん（Ｊ ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 



第 47 回「烏の北斗 七 星」  

 「愛」と「 戦」と 「死」  

 

〈 大 丈 夫 さ 。 し か し も ち ろ ん 戦 争 の こ と だ か ら 、 ど う い う 張 合 で ど ん な こ と

が あ る か も わ か ら な い 。 そ の と き は お ま え は ね 、 お れ と の 約 束 は す っ か り 消

えたんだから 、外 (ほ か )へ嫁 (い )ってくれ 。〉  

 

あ す 、 山 烏 と の 戦 い が あ る と い う 宵 に 、 烏 の 大 尉 は 、 許 嫁 (い い な ず け )に こ

ういいます。許 嫁は、「それではあた し、あ んまりひどい わ、かあ お、かあお、

かあお、かあ お。」 と 泣くのですが 。  

 

許 嫁 の 手 を し っ か り に ぎ っ て 、 自 分 の 隊 に 帰 っ た あ と も 、 大 尉 は 、 な か な か

眠 れ ま せ ん 。「 お れ は あ し た 戦 死 す る の だ 。」 と つ ぶ や き 、 マ ジ エ ル 様 と 呼 ぶ

北斗七星をあ おいで 、「ああ 、あしたの 戦 (たたかい )でわたく し が勝つことが

い い の か 、 山 烏 が か つ の が い い の か そ れ は わ た く し に わ か り ま せ ん 、 た だ あ

な た の お 考 の と お り で す 、 わ た く し は わ た く し に き ま っ た よ う に 力 い っ ぱ い

たたかいます 」と祈 ります。  

 

明 け 方 の 白 い 光 の な か で 山 烏 と の 戦 い が は じ ま り 、 烏 の 義 勇 艦 隊 の 勝 利 に 終

わ り ま す 。 大 尉 は 、 大 監 督 に 「 わ が 軍 死 者 な し 。」 と 報 告 し 、「 就 て は 敵 の 死

骸を葬りたい とおも いますが、お許し下 さいましょう か。」と たずねます 。戦

い の 勝 利 に よ っ て も う 少 佐 に 昇 進 し た 彼 は 、「 よ ろ し い 。 厚 く 葬 っ て や れ 。」

と 許 し を 得 た あ と に 、 ま た 、 北 斗 七 星 に 祈 る の で す 。 ― ― 「 あ あ 、 マ ジ エ ル

様 、 ど う か 憎 む こ と の で き な い 敵 を 殺 さ な い で い い よ う に 早 く こ の 世 界 が な

り ま す よ う に 、 そ の た め な ら ば 、 わ た く し の か ら だ な ど は 、 何 べ ん 引 き 裂 か

れてもかまい ません 。」  

 

シベリア出兵 (1918～ 22 年 )の時代に書 かれ た童話ですが 、烏の 世界で愛と戦

い と 死 を 象 徴 的 に 描 く こ と に よ っ て 、 戦 争 の な か に 身 を 置 か ざ る を え な か っ

たもののすが たが、 はっきりした 輪郭で 書かれていま す。  

 

こ の 童 話 は 、 特 攻 隊 員 と し て 沖 縄 海 上 で 戦 死 し た 学 生 が 書 き 残 し た 手 記 で ふ

れ ら れ て い る こ と で も 知 ら れ て い ま す 。『 き け  わ だ つ み の こ え  日 本 戦 没 学

生の手記』 (1949 年 )に収められた 、その 手記は、東大 経済学 部学生、佐々 木

八郎のもの。23 歳で戦死しました 。「烏の 北斗七星」のこと を書 いた部分の見

出しが「『 愛』と『 戦 』と『死』」です。 (馬車別当 ) 

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『注 文の多 い料理店』に よりま した。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  １  

***************************************************************** 

今 回 か ら 、 子 ど も の 本 や そ の 関 連 書 の 中 で 、 私 の 心 に 響 い た こ と ば を 紹 介 し

ていきたいと 思いま す。  

 

ど れ ほ ど や さ し い こ と ば で 語 ら れ て い て も 、 そ れ が 心 の 眼 に 見 え る 絵 を 描 い

て い な い 場 合 に は 、 あ る い は 新 た な 心 象 を 導 き だ す 心 象 （ ど ん な に 素 朴 な も

のであれ）に 欠ける 場合は、子ど もの注 意をひきつけ ること ができません 。  

（渡辺茂男『幼年 文学 の世界』日本エデ ィタ ースクール出 版部  1980 年  p.62）  

 



これは、『 エルマーの ぼうけん』（ルース・スタイルス・ガ ネット /作 、ル ー ス ・

クリスマン・ガネット /絵）を訳し、絵本『 しょうぼうじ どうし ゃじぷた』（山

本 忠 敬 /絵 ） や 幼 年 文 学 『 も り の へ な そ う る 』（ ３ 作 と も 福 音 館 書 店 ） を 書 い

た 渡 辺 茂 男 が 『 幼 年 文 学 の 世 界 』 の 「 幼 年 文 学 の 創 作 」 の 中 で 書 い て い る こ

とばです。  

 

渡 辺 は 、 幼 児 期 の 子 ど も は 「 目 に 見 え る 現 実 の あ り の ま ま の す が た や 形 の 中

に、生命を 感じるよ うに視」る 力、「すべ てのものを生 きてい ると感ずる素 朴

な 力 」 を 持 っ て お り 、 こ れ ら の 力 は 先 祖 か ら 引 き 継 い だ も の だ と 述 べ て い ま

す。そして 、子ども は 、「まわ りの世界 を」「 できごととし て見る」とも述べ、

グ リ ム 童 話 の 『 カ エ ル の 王 さ ま 』 を 例 に と り な が ら 、 い か に 昔 話 が で き ご と

の連なりによ って、「 想像力を躍動 」させ ているかを説 明して います。  

 

つ ま り 、 引 用 の こ と ば は 、 幼 年 文 学 は 、 世 の 中 を で き ご と と し て 見 る と い う

幼 年 期 の 子 ど も 独 特 の も の の と ら え 方 を 踏 ま え て 、 で き ご と の 連 な り に よ っ

て 、 生 命 力 あ ふ れ る 心 象 （ イ メ ー ジ ） が 積 み 重 な り 、 広 が っ て い く よ う な 作

品であるべき だと解 釈できます。  

 

「 心 の 眼 」 と い う こ と ば に 、 子 ど も に は も の の 本 質 を と ら え る 力 が あ る と い

う 信 頼 感 が 読 み 取 れ 、 幼 年 文 学 の 魅 力 と し て 想 像 力 を か き た て る こ と の 重 要

性を述べてい る点に 、今なお説得 力を感 じます。（ Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

細 見 美 術 館 で ８ 月 １ ８ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 展 覧 会 「 世 界 を 変 え る 美 し い 本  

インド・タラ ブック スの挑戦」に 行って きました。 1994 年に設立された南 イ

ン ド ・ チ ェ ン ナ イ の 出 版 社 「 タ ラ ブ ッ ク ス 」 で 作 ら れ た ハ ン ド メ イ ド の 本 を

中心に、原画 や本、 写真、映像な どの資 料が展示され ていま す。  

 

タ ラ ブ ッ ク ス の シ ル ク ス ク リ ー ン で 一 冊 ず つ 印 刷 す る 初 め て の ハ ン ド メ イ ド

絵 本 は 、 1995 年 の イ ン ド ラ プ ラ ミ ッ ト ・ ロ イ さ ん 作 の 『 は ら ぺ こ ラ イ オ ン 』

（ギタ・ウ ルフ /文  アートン  2005 年）。当財団では 、 2009 年に開催したシ ン

ポジウム「イ ンドと 日本の絵本」 にロイ さんをお招き しまし た（※）。  

 

2006 年に出版さ れた『夜の木』（タム ラ堂  2012 年）は、３人の ゴンド族の画

家 に よ る 繊 細 な 線 で 描 か れ た 作 品 で す 。 鳥 が と ま っ て い た り 、 蚕 が 棲 ん で い

た り す る い ろ い ろ な 木 の 原 画 （ 紙 に イ ン ク で 描 か れ た も の と 、 ア ク リ ル で 彩

色 さ れ た も の ） が ず ら り と 並 ん で い ま す 。 実 際 に シ ル ク ス ク リ ー ン で 印 刷 さ

れ た 、 い ろ い ろ な 国 で 出 版 さ れ た 本 の 表 紙 は 、 採 用 さ れ て い る ペ ー ジ が 異 な

り、原画と見 比べる ことができ、 その美 しさにみとれ てしま いました。  

 

イ ン ド の さ ま ざ ま な 民 族 の 伝 統 的 な 芸 術 を そ れ ぞ れ の 民 族 画 家 と 対 話 や ワ ー

ク シ ョ ッ プ を 重 ね て 一 冊 の 本 と し て つ く ら れ た 作 品 も た く さ ん 紹 介 さ れ 、 見

ごたえたっぷ りです 。『マンゴーとバナナ  まめじかカン チルの おはなし』（ア

ートン  2006 年）の よ うに、木版 捺染（ブ ロ ックプリント ）した伝 統的な布を

絵 本 に し た 作 品 、 壁 や 床 に 描 く 代 わ り に ク ラ フ ト 紙 に 指 で 描 い た ミ ー ナ 画 の

作 品 、 家 政 婦 だ っ た 少 女 が 画 家 に な る ま で の 自 伝 的 な ミ テ ィ ラ ー 画 の 作 品 、

津 波 を 題 材 に し た 縦 に 長 い 絵 巻 物 を じ ゃ ば ら 折 り の 本 に し た 作 品 な ど 、 人 の

暮 ら し の 中 に 息 づ く 芸 術 を 追 求 し て い る タ ラ の 姿 勢 に 芸 術 と は 何 か を 考 え さ



せられました 。  

 

※ 『 シ ン ポ ジ ウ ム 報 告 集 「 イ ン ド と 日 本 の 絵 本 」・ 論 文 集 「 イ ン ド の 絵 本 」』

（ 1,512 円）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  児童文学講演会 － すべての子ど もに本 のよろこびを －  

日  時：８月 10 日（ 土） 13 時 30 分から 16 時 30 分  

会  場：ドー ンセン ター  ５階セミナー 室  （大阪市中央区大 手 前）  

講  師：畠山 兆子（ 梅花女子大学 ・大学 院教授）  

内  容 ： 第 １ 部  講 演 会 「 物 語 の 魅 力 － Ｔ Ｖ ア ニ メ か ら ラ イ ト ノ ベ ル 、 そ し

て上橋菜穂子 の世界 －」  

    第２ 部  育 てる会総会  

    第３ 部  お 話と語り「三 枚のお 札」－原点か ら絵本 まで－  

        講 師：来栖史江 （朗読 とピアノ・ア サクル 主宰）  

参加費：有料   申 込み：要  

主  催：大阪 国際児 童文学館を育 てる会  

後  援：大阪 府子ど も文庫連絡会 ／大阪 国際児童文学 振興財 団  

 

●  資 料 小 展 示 「 フ ラ ン ダ ー ス の 犬 － ネ ロ と パ ト ラ ッ シ ュ の さ ま ざ ま な 姿 － 」 

イギリスの作 家ウィ ーダによる『フラ ンダ ースの犬』（ 1872 年）が日本で明治

から平成にか けてい かに受容され たかが わかる展示で す。  

 

会  期：開催 中～９ 月 23 日（月・祝） 休 館日あり  入 館無料  

会  場：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館  （東大阪市荒 本 ）  

主  催：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館  

企画監修：佐 藤宗子 （千葉大学教 授）  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ぼ く がゆびをぱちん

と な ら し て 、 き み が お と な に な る ま え の 詩 集 』 を １ 名 の 方 に プ レ ゼ ン ト し ま

す。ご希望の 方は、 メールで件名 「メル マガ  NO.107 プレゼン ト希望」とし 、

(1)お名前  (2)郵便番 号・住所  (3)電話番号  (4)メールア ドレス 、よろしけ れ

ば  (5)こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  office@iiclo.or.jp に お 送 り

ください。  

締切は８月 13 日 (火 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

この時期思い 出すの は子どもの頃 の夏休 みの宿題。最 初の「 ７月中にやり 終

えて８月はし っかり 遊ぶぞ！」と の威勢 のよい誓いも むなし く、お盆明け ぐ



らいから焦り だす。 結局、８月末 日まで 手こずるとい う体た らく。挙句の 果

ては、「短期 間でも やり終える俺 ってす ごい！」との 自己満 足に至り、そ し

てまた翌年も ・・・ 。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


